
 

１．道徳教育の２つの指導 

 道徳教育には，各教科や特別活動等で行わ 

れる道徳的実践の指導と，道徳科で行われる 

内面的資質の育成を目指した指導がある。 

 この２つの指導を意識することが大切であ 

り，そのために各学校では，児童生徒の実態 

を踏まえた全体計画及び諸計画を作成しなけ 

ればならない。 

 

２．道徳教育の全体計画と諸計画との関連              

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．道徳教育の全体計画 

①道徳教育の重点目標の設定 

  

 

 

 

 

 

 

②各学年の重点目標 

 

 

 

 

 

 

・校長は児童生徒の道徳性に関わる実態

等を踏まえ，学校の道徳教育の方針を

明示する。 

・学校の道徳教育の重点目標は全教職員

で共通理解する。 

・校長が明示した道徳教育の重点目標に

基づき，学年段階の重点目標を設定す

る。 

・各学年の重点目標は，道徳科の年間指

導計画に反映させる。 

１ 道徳教育の全体計画について 

道徳教育の全体計画 

学校の教育活動全体を通して指導する 

◇各教科，外国語

活動，総合的な

学習の時間，特

別活動で 

 

◇週１時間の道徳科の授業で 

◇意図的・計画的に 

◇将来，出会うであろう場面で主体的

に道徳的行為ができるように 

主に道徳的実践の指導 内面的資質の育成 

道徳教育の全体計画の別葉 道徳科の年間指導計画 

学校の指導方針を明確に

した総合計画 

各教科等で行われる道徳教育の指導の内容及

び時期を整理したもの等 ⇒ 23ページ参照 

年間３５時間の道徳科の授業の計画のこと 

⇒ 24ページ参照 

道徳教育の全体計画のイメージ（例） 

 

 

◇日常の生徒

指導を通し

て 
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１．別葉とは 

 今回の改訂で，道徳教育の全体計画に道徳授業以外の道徳教育の内容及び時期を示す必

要があることが明示された。例えば以下のような内容である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．別葉の作成手順 

 

 

 

 

 

 

（例） 

①学校長が設定した重点目標   ②ポイントを明確にする    ③重点内容項目  

 

 

 

 

 

④重点内容項目に関わって         ⑤重点内容項目以外の内容項目も 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

２ 全体計画の別葉について 

① 各学校の具体的な道徳教育の重点目標を設定する。 

② 道徳教育の重点目標のポイントを明確にする。 

③ 道徳教育の重点目標のポイントに関わって，重点内容項目を明らかにする。 

④ 重点内容項目に関わって，道徳授業以外の指導の内容及び時期を明確にする。 

⑤ 重点内容項目以外の内容項目も，④の作業を行う。 

 

 

◇各教科等で行われる道徳教育の指導の内容及び時期を整理したもの。 

◇道徳教育に関わる体験活動や実践活動の時期等が一覧できるもの。 

◇道徳教育の推進体制や家庭や地域社会等との連携のための活動等が分かるもの。 

 

別葉とは，道徳授業以外の道徳教

育の内容及び時期を，全体計画の中

に書き表すことが難しいため，右の

ように，全体計画の一部として，一

覧表にして示したものである。  

 
全体計画の別葉のイメージ（例）⇒ 

例 『人間尊重の精神を生

かし，相手の気持ちを考

えて行動したり，社会規

範を意識して行動した

りする子どもの育成』 

例 校長先生の方針のポ

イントは，２つだ。 

・相手の気持ちを考える 

・社会規範を意識 

例 道徳教育の内容で

言えば，この２つだ。 

・「親切，思いやり」 

・「規則の尊重」 

  

表の縦の項目は，「内容項目」に関するキーワード 

表の横の項目は，教科等の名称 

２つの重点内容項目に関わって，道徳

科以外の教育活動の中で，どのような指

導ができるのか検討する。 

その他の内容項目においても，どのよ

うな指導ができるのか検討する。 

※例えば，最初の１年は，④重点内容項目のみを,全教職員の共通理解の下で実践してい

く。そして３年計画で徐々に増やし,⑤に近付けていくという方法が考えられる。 
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道徳科（週１時間の道徳授業）の年間指導計画に，学校の重点目標を反映させていく

ことが大切である。 

例えば，重点目標に関わる内容項目（重点内容項目）は，年間１時間ではなく，２～

３時間ほど，授業を行うことが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇配列について 

・他の教育活動との関連や季節的変化等を考慮することが望まれる。 

・例えば，体育大会等は，児童生徒の目標に向かう態度や規則尊重の態度を指導する機会

が多いと思われる。その場合，体育大会の直後に，育ちつつある心情や態度を，道徳科

の授業で，更に深化させていくことが考えられる。 

・例えば，いじめ防止を目的として，いじめ問題に関する教材を使って授業を行う場合は

学年の早い時期に行うことが望まれる。問題行動が起きる前に位置づける。 

 

〇複数時間扱いについて 

・重点目標に関わる内容項目については，２～３時間で扱い，じっくり考え，議論させる

等の工夫が考えられる。 

・教材によっては，複数の道徳的価値が含まれているものがある。そのような場合，同じ

教材で，別々のねらいを設定してそれぞれ授業を行うことが考えられる。 

 

〇地域教材や「私たちの道徳」等の活用について 

・例えば，使用している教科用図書に重点内容項目に関わる教材が不足している場合，教

育委員会作成の教材や「私たちの道徳」に掲載されている教材を活用することが考えら

れる。 

・道徳科は主たる教材として，教科用図書を使用しなければならないが，道徳教育の特性

に鑑みれば，各地域に根ざした地域教材等の活用は重要である。 

 

 

３ 道徳科の年間指導計画について 

道徳教育の内容項目数は，次のようになっている。 

 

・小学校低学年・・・・１９の内容項目（指導内容） 

・小学校中学年・・・・２０の内容項目（指導内容） 

・小学校高学年・・・・２２の内容項目（指導内容） 

・中学校・・・・・・・２２の内容項目（指導内容） 

 

例えば，１時間に１つの内容項目を学習したとすると 

・３５－１９＝１６ 

・３５－２０＝１５    

・３５－２２＝１３ 

 

低学年は１６，中学年は１５，高学年と中学校は１３の余剰時間ができる。

この余剰時間に，重点内容項目に関わる授業を行うようにする。 


